






























































































































































































































































































































































































    青年期の不安や悩み（悩みや課題）とその解決，自己及び他者の個性の
    理解と尊重，社会の一員としての自覚と責任（社会生活における役割の
    自覚と自己責任），男女相互の理解と協力，望ましい人間関係の確立（コ
    ミュニケーション能力の育成と人間関係の確立），ボランティア活動の







































































































































































































































































































































































































































































リ ア 教 育・ 職 業 教 育 の 在 り 方 に つ い
て（答申）」中央教育審議会p.17 http://
www.mext.go.jp/component/b_menu/





career/1306815.htm ： 2014年8月2日 ア
クセス
（３） 文部科学省「中学校キャリア教育の手










（ ５）文 部 科 学 省「 教 育 振 興 基 本 計 画 」
http : //www.mext .go . j p/a_menu/
















リ ア 教 育・ 職 業 教 育 の 在 り 方 に つ い
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学 校、社会をつなぐ』 筑摩書房 2009 
pp.155−156
（31） 公 益 社 団 法 人 経 済 同 友 会「「 企 業 の
採 用 と 教 育 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調
査 」 結果」2012 http://www.doyukai.
or.jp/policyproposals/articles/2012/
pdf/121128a.pdf：　2014年9月21日アク
セス
（32）国立教育政策研究所生徒指導・進路指導
研究センター『キャリア教育・進路指導
に関する総合的実態調査 第二次報告書』
2013 pp.76-77
（33）前述の答申「今後の学校におけるキャリ
ア教育・職業教育の在り方について」に
おいて「基礎的・汎用的能力」のなかで
述べられている「自己理解・自己管理能
力」は、「「やればできる」と考えて行動
できる力」、「自らの思考や感情を律する
力」や「自らを研さんする力」を指して
おり、具体的な要素としては、自己の役
割の理解、前向きに考える力、自己の動
機付け、忍耐力、ストレスマネジメント、
主体的行動等が挙げられている。こうし
た内容からもわかるように、「リスク管
理」の重要性を訴える本稿の「自己管理」
と、「基礎的・汎用的能力」のなかで述
べられている「自己管理能力」は違う意
味をもっているのである。
（34）高橋は、20世紀までのキャリアデザイン
の考え方は、いわば工業化社会のパラダ
イムに沿ったキャリア論がベースとなっ
ていたと論じている。工業化社会のパラ
ダイムとは、環境を徹底的にコントロー
ルし、予測可能性と管理可能性を高める
という発想であると述べ、企業側はキャ
リア開発の先を見せて誘導し、社員も自
分のキャリアパスがはっきり見えること
で安心して目の前の仕事に打ち込むこと
ができ、実際にそのとおり昇進していっ
たとする。こうした20世紀のキャリア開
発は、いわゆる静態的発想であったが、
21世紀の想定外変化の時代にはもはや通
用しなくなっていると指摘する（高橋俊
介『21世紀のキャリア論』東洋経済新報
社 2012 pp.3-4）。
（35）同上 pp.32-34
